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　収穫の秋に気候危機といえる台風が次々とわき出ていて、全国各地で記録的短時
間大雨情報が頻繁に出されています。豪雨による被害が心配される９月であります。
　さて９月定例会での一般質問は６人でありましたので、広報委員会として、読み
やすい議会だよりにするために、構成等について検討をしているところであります。　
皆さんの声を伺いながら編集に反映させていきたいと思っています。ご意見やご感
想をお寄せくださいますようよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          藤原　孟
議会広報広聴委員会
委員長 荒　貴賀　　副委員長 内山美穂子
委　員 石川康弘　　小島智恵　　岡本眞利子　　藤原　孟

編 集 後 記
 ご意見を
 お寄せください
　議会だよりをより良い

紙面にしていくためみな

さんのご意見やご感想を

お待ちしています。また、

議会への質問やご意見も

お寄せください。

議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

常任委員会クローズアップ

産業建設常任委員会のうごき

　

　幕別商工会正副会長、支部長らと意見交換

会を行い、コロナ禍における町内経済の状況

や、その中で検討中の電子地域通貨の概要に

ついて説明を受けました。

　

　

　美瑛町（人口 9,609 人）にある小規模事業

所は 368 件。過去に実施したプレミアム商品

券事業は効果が一時的であったことや印刷・

換金コストなどの課題があったことから、地

域内の経済循環や地域のコミュニティづくり

などを目的として電子地域通貨「愛称：Be コ

イン」を導入。導入後の課題は、事業者によ

る商店街活性化や行政ポイントの拡大、シス

テムの充実、高齢者使用率や利便性の向上と

いうことでありました。

　良い事業だと思うが、美瑛町と比べると本

町は小規模小売店があまりにも少ないため、

今後加盟店の増強や大型店の扱いなど熟慮が

必要になってくると感じました。

　本町全域で経済循環を図ることなどを目的として、
幕別町商工会が主体になり電子地域通貨の導入を進
めています。本委員会はこれらに関する調査などを
行いました。

議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
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 表紙写真を
募集して
います !!

幕別町内での身近な暮らしの出来事や行事、風景などを募集しています。スマホ
カメラでの撮影写真も歓迎します。お名前、撮影場所やタイトル、コメントも添え
て右のＱＲコード、メールアドレスからご応募ください。
※採用された方には、500 円分の図書カードをプレゼントします。
締切は、令和５年１月６日（金）です。 gikaijimukyoku@town.makubetsu.lg.jp議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

　  

  

　経済部商工観光課より、電子地域通貨の導

入に至る経過、事業の概要について説明を受

けました。

（主な質疑）

Ｑ：現時点での参加事業所数、目標数は

Ａ：参加事業所数は７月末時点で 68 件、150

　件を目標としています。

Ｑ：カードの保有数は

Ａ：10,000 人以上保有してもらえるよう制度

　設計していきます。

⓰

　幕別町商工会との意見交換会
　　　～令和４年５月 24 日～

　道内先進地視察調査
　美瑛町「電子地域通貨（愛称：Ｂｅコイン）
　　　～令和４年７月 27 日～

　所管事務調査
　電子地域通貨の概要について
　　　～令和４年８月 22 日～

幕別町 電子地域通貨　事業の概要（案）

事業名称：「まくべつＰＡＹ（仮）」

事業主体：幕別町商工会

利用媒体：カード、携帯アプリ

事業開始時期：2022 年 12 月頃（予定）

利用者優待：電子マネー入金額の１％を　

　　　　　プレミアム分として入金

将来施策：商品券事業の切り替え、

　　　　　自治体ポイントの付与

愛称：Ｂｅコインの概要説明（美瑛町役場） 所管事務調査（役場３階会議室）


